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 直観と分析［５８・２］ 突然変異［６２・２］ 自然淘汰［６３・２］ ダーウ
ィンとド・フリース［６３・３］








































 運動の変化は不可分という感情［１３２・１］ 純粋な変化［１３１・２］ 実
体を必要としない変化［１３３・２］ 自我というメロディー［１３４・２］ 現
在という永遠のメロディー［１３４・３］ 命の絶え間のない耳鳴り［１３６・








 脳髄の機能［１４５・２］ 意識的知覚［１４７・３］ 純粋知覚の仮説［１４８・
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２］ 非決定の中心［１４９・２］ 反射現象としての知覚［１５０・２］




 哲学に固有な実証的方法［１５９・２］○『Écrits et Paroles』○『精
神生理学的並行論と実証的形而上学』パスツール
 二種類の記憶の相違［１６５・２］ 自動的再認［１６８・１］
 注意を集中する再認［１７０・３］ 注意を働かす精神［１７２・１］ 知覚と
記憶の輪道［１７３・２］ 知的作用における身体の機能［１７５・２］ 模倣運
動［１７７・２］ 運動図式［１７８・２］
 連想論［１７９・３］ 失語症（リボーの法則）［１８０・２］ 進行としての
輪道［１８１・２］ はっきり再認された知覚［１８３・２］
１６節，純粋記憶








 知覚の目的［１９９・２］ 一般観念［１９９・３］ 記憶の移転と自転［２０１・




















 知覚と記憶の相違［２２７・３］ 鏡の前に置かれた物［２２９・３］ 現在の
思い出［２３０・２］ 自己の二重性［２３２・２］




















 自然に倣って理解する道 ［２５８・２］○『Sur le pragmatism de Wil-
liam James』 事実線の交錯［２６０・２］○『La conscience et la vie』
己れに還るという事［２６１・２］『意識の直接与件論』から『物質と記




 常識の尊重［２６８・２］○『Le bon sens et les études classiques』 本
能的知恵と科学的知恵との中間［２６８・３］ 常識に現れた諸事実の線
［２６９・２］ 自己反省としての常識反省［２７１・２］ ★哲学的直観［２７２・２］
 「私」と身体［２７３・３］ 科学による常識の反論［２７４・３］ 意識の随
伴［２７５・２］ アトムの運動［２７６・２］ 近代科学の測定的方法［２７６・３］


































































































































































































































































































































































































































































































































２）（『ベルクソンの哲学』ジル・ドゥルーズ 宇波彰 訳 法政大学出版局 １９７４年）
の目次は「第一章 方法としての直観（方法の五つの規則） 第二章 直接与えられ
たものとしての持続（多様性の理論） 第三章 潜在的共存としての記憶（過去の存


























石原純訳 上下 岩波新書 １９４０年）なども典拠であり，下巻の１６３頁などが引用さ
れている。尚，（『ハイゼンベルク』村上陽一郎岩波書店，１９８４）の「第十章ハイゼ
ンベルク－思想家としての」で，村上氏は『現代物理学の思想』に関して，「この小
さな書物との濃密な付き合いが，私のハイゼンベルクとの出会いであった」と言う。
そしてコペンハーゲン派の解釈の圧縮された表現の例として，『部分と全体』の「科
学は人間によってつくられるもの」という言葉を引き，それを『現代物理学の自然
像』の「自然科学はいつも人間を前提にしている」という根本思想の再現とみなす。
こうした事柄は，小林が『感想』のハイゼンベルク論で語った問題意識と重なる。
６）『小林秀雄－近代日本の発見』佐藤正英 講談社 ２００８年。
